
募
集
や

試
験
な
ど

日�
時　
10
月
３
日
㈯
10
時
30
分
～
11

時
30
分

場�

所　
市
民
会
館

内�

容　
講
話
『
お
こ
づ
か
い
か
ら
学

ぶ
お
金
に
つ
い
て
』
（
講
師
：
Ｊ

－

Ｆフ

レ

ッ

ク

Ｌ
Ｅ
Ｃ
講
師
）
、
ワ
ー
ク

『
貯
金
箱
づ
く
り
』

定�

員　
20
組
（
親
子
で
お
子
さ
ん
は

小
学
生
以
上
）

※�

託
児
が
あ
り
ま
す
。

申�

し
込
み　
９
月
25
日
㈮
ま
で
に
市

日�

時　
10
月
13
日
㈫
～
28
日
㈬
18
時

～
19
時
40
分

※�

金
・
土
・
日
曜
日
は
休
講
。

場
所　
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院

（
室
蘭
市
み
ゆ
き
町
２
丁
目
９

－

５
）

対�

象　
在
職
中
で
業
務
上
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
知
識
や
技
能
が
必
要
な

方
定�

員　
10
人

料�

金　
１
千
150
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

第
２
回
家
庭
教
育
学
級
学
習
会

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

～
Ｏ
Ａ
事
務
科
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
基
礎
～

◎�
第
３
回
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一

般
・
専
門
（
陸
）
）

対�

象　
22
～
27
歳
で
大
卒
か
修
士
課

程
を
修
了
し
た
方
な
ど

申�

込
期
限　
９
月
25
日
㈮

◎�

第
３
回
幹
部
候
補
曹

対�

象　
20
～
32
歳
の
方

申�

込
期
限　
９
月
25
日
㈮

◎�

第
３
回
一
般
曹
候
補
生

対�

象　
18
～
32
歳
の
方

申�

込
期
間　
９
月
15
日
㈫
～
11
月
20

日
㈮

◎�

防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）

対�

象　
18
～
20
歳
の
高
卒
（
見
込
み

含
む
）
で
学
校
長
の
推
薦
が
あ
る

方
申�

込
期
間　
９
月
５
日
㈯
～
８
日
㈫

◎�

防
衛
大
学
校
学
生
（
総
合
選
抜
）

対�

象　
18
～
20
歳
で
高
卒
（
見
込
み

含
む
）
の
方

申�

し
込
み　
９
月
17
日
㈭
ま
で
に
同

対�

象　
市
内
居
住
の
20
～
80
歳
で
健

康
な
方

内�

容　
街
頭
で
の
交
通
安
全
啓
発
活

動
、
保
育
園
や
小
中
学
校
で
の
交

通
安
全
教
室
な
ど

報�

酬　
『
登
別
市
交
通
安
全
協
会
内

規
』
に
よ
る

※�

制
服
や
装
備
品
は
貸
与
し
ま
す
。

申�

込
方
法　
写
真
を
添
付
し
た
履
歴

書
を
登
別
市
交
通
安
全
協
会
か
市

民
協
働
グ
ル
ー
プ
に
本
人
が
持
参

問�　
市
民
協
働
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
９
）

申�

込
期
間　
９
月
５
日
㈯
～
８
日
㈫

自
衛
官
募
集

登
別
市
交
通
安
全
指
導
員
を

募
集
し
ま
す

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

内
の
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
か
電
話
で
社
会

学
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
か
電
話
で
同
学

※�

詳
し
く
は
、
自
衛
官

募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
育
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
９
）

院
（
☎
㊹
７
８
２
０
）

問�　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
室

蘭
地
域
事
務
所
（
☎
㊹
９
５
３
３
）

場�

所　
同
セ
ン
タ
ー

対�

象　
60
歳
以
上
の
方

持�

ち
物　
筆
記
用
具

※�

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
０
８
８
０
）

日�

時　
９
月
10
日
㈭
９
時
30
分

入
会
説
明
会

～
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
～

９月20日は登別市民憲章の制定日です

問い合わせ　登別市民憲章推進協議会事務局連絡所（市民協働グループ内・☎�１０７９）

　登別市民憲章は、昭和43年９月20日に『登別町民憲章』として制定し、その後、昭和45年の市制施
行に伴い『登別市民憲章』と改称しました。
　よりよいまちをつくるための基本的な市民の心構えとして、登別市民憲章は現在も市民の心のより
どころとなっています。市民憲章を大切にし、日々の暮らしの中で実践しましょう。

　
わ
た
し
た
ち
は　
古
い
歴
史
と
美
し
い

自
然
に
恵
ま
れ
た
登
別
の
市
民
で
す

　
こ
こ
に　
わ
た
し
た
ち
の
心
が
ま
え
を

定
め
て
よ
り
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
に

努
め
ま
す

一
　
心
身
を
き
た
え
　
よ
く
働
い
て
　

　
　
活
気
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
ま
ち
を

　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
親
切
を
つ
く
し
　
き
ま
り
を
守
っ
て

　
　
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を

　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
自
然
を
愛
し
　
力
を
あ
わ
せ
て

　
　
緑
と
空
気
と
太
陽
の

　
　
い
っ
ぱ
い
あ
る
き
れ
い
な
ま
ち
を

　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
未
来
を
つ
く
る
青
少
年
の

　
　
健
全
な
夢
の
育
つ
ま
ち
を

　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
教
養
を
つ
み
　
視
野
を
広
げ
て

　
　
平
和
で
文
化
の
か
お
り
高
い
ま
ち
を

　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

登
別
市
民
憲
章

◀
市
花
：

　

キ
ク

◀
市
木
：

　

プ
ラ
タ
ナ
ス

▶
市
花
木
：

　

ツ
ツ
ジ

8 ２０26．９月号 � くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
』

https://www.city.noboribetsu.lg.jp/article/2026063000052/
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/mrs/
https://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/
https://www.noboribetsusjc.or.jp/about_member

